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1. はじめに 

 近年、プレゼンテーションドキュメント(以下

P-ドキュメント)を作成する機会が増えており、

研究発表をはじめ、様々なシーンで用いられて

いる。P-ドキュメントの作成には、発表内容を

スライド単位に分割する分節化と、スライド毎

の位置づけを考慮して適切に並べる系列化の作

業が必要である[1]。特に、系列化はプレゼンテ

ーションの論理の展開を左右するため非常に重

要であるが、通常のプレゼンテーションソフト

ウェアではスライド間の論理関係が暗黙的にな

りやすいため、しばしば論理的な飛躍を含む P-

ドキュメントが作成されてしまう。そのため、

P-ドキュメント作成に対して従来のように分節

化の支援[1],[2]だけでなく、系列化を支援する

ことが極めて重要となる。 

 そこで、本研究では P-ドキュメントにおける

スライド間の論理関係に注目しやすい学習環境

を提供するシステムを提案している[3]。本シス

テムの目的は、スライド間の論理関係を視覚的

に表現するスライドマップの構築を通して、論

理的な P-ドキュメントの作成を支援することに

ある。本稿では、スライドマップによる P-ドキ

ュメント作成支援の枠組みを中心に述べる。 

 

2. スライドマップとは 

 スライドマップは，後藤ら[4]によって提案さ

れたスライド間の論理関係に関する可視化表現

である。このマップは、図 1に示すように、スラ

イドのサムネイルをノードとして、ノード間の

論理関係をリンクで表現したものであり、学習

者自身にマップを構築させることでスライドの

論理的な系列化を支援する。 

 スライド系列は、上から下に向かって展開さ

れ、各スライドはスライド間の論理関係に応じ

て 3つのエリアに配置される。中央のメインシー

ケンスエリアには主題となるスライド、左側の

補強シーケンスエリアには主題を補足するスラ

イド、右側の相反シーケンスエリアには主題を 

 
図 1. スライドマップのイメージ 

 

反駁説明するスライドがそれぞれ配置される。 

 マップ構築の際に使用する接続関係は、石黒

氏[5]の日本語接続詞の分類を参考に、P-ドキュ

メントや研究発表向けに調整し、表 1のようにま

とめた。図 2に、これらの接続関係の可視化表現

や配置シーケンスエリアを示す。 

 また、図 1に示す通り、スライド fから相反・

補強シーケンスエリアに論理展開したスライド g

からメインシーケンスリンクでスライド hを接続

する場合、スライド gから hへ直接接続するので

はなく、論理展開の起点となったスライド fを含

めて(f,g)から接続するように表現される。これ

は、スライド hの内容がスライド fから論理展開

したスライド gまでの内容を踏まえた主題である

と考えられるためである。このことがわかるよ

うに、スライド fから gを一つの塊として表現し、

その塊とスライド hを接続する。 

 

3. スライドマップによる学習支援 

スライドマップを用いた学習支援として、後

藤ら[6]のスライド調べ学習支援の研究がある。

この研究では、予め構築されたスライドマップ

を見ながら、他者が作成した P-ドキュメントを

学習することで、より効率的に内容を学べるこ

とが明らかとなった。この結果から、スライド 
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表 1. スライドマップで使用する接続関係 

 
 

 
図 2. 使用する接続関係のマップ上での表現 

 

マップは P-ドキュメントの論理構造を俯瞰的に

把握する支援となりうる。 

 本研究では、学習者自身がスライド間の接続

関係を考え、スライドマップを構築する。この

際、提示された接続関係の中から付与するため、

学習者は必然的にスライド間の論理接続関係を

考える機会が与えられ、論理的な展開を意識す

ることができる。また、うまく接続関係を選択

できない場合にはスライド内容の過不足の可能

性に気づくことも期待できる。さらに、スライ

ドマップの構築が進み、P-ドキュメント全体の

論理構造が可視化されてくると、エリアごとの

スライド数や使用した接続詞の数のバランスか

らドキュメントの内容を増減させることも可能

であると考えられる。 

 以上から、学習者がスライドマップを構築し

ながら P-ドキュメントを作成することによって、

より論理的な P-ドキュメントが作成されると考

えられる。 

 

4. スライドマップ構築システム 

筆者らは、現在スライドマップ構築システム

を Microsoft PowerPoint のアドインとして開発

している。これによって、PowerPoint 上での編

集作業とスライドマップ構築をシームレスに連

携させることができる。 

 また、これまでスライドのサムネイルに対し

てクリックによる操作しかできなかった点とマ

ップを上からしか構築できないという点から、

マップ構築の負担が大きいという指摘があった

[3]。そこで、本システムではドラッグアンドド

ロップを採用し、より直感的な操作を可能にし

た。また、本システムでは、学習者が構築した

マップ構造の保存と読み込みを行うことが可能

である。 

 

5. おわりに 

 本稿では、研究初学者を支援対象として、論

理的飛躍の少ない P-ドキュメントの作成を促す

ために開発したシステムについて述べた。本シ

ステムの特徴は、スライドマップを作ることを

通してプレゼンテーションの論理展開を意識さ

せる点にある。現在、本システムの有効性を検

証するための実験を計画・実施中である。 

 また、本システムはスライド調べ学習の前段

階として、P-ドキュメントの作成者自身がスラ

イドマップを構築してそれを共有するためにも

利用でき[4]、また研究初学者だけではなく、熟

達者による活用も期待される。 
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